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奏 廣 陵 散。
曲終曰、
哀孝尼嘗請學此
散。
吾斬固未
興。
廣陵散於今絶芙
（岱中散刑
に東市に臨み
、
神氣愛ぜず。
琴を索め
て之を弾
き、
廣陵散
を奏
す。
曲終り
て曰く
、
哀孝
(67) 
尼嘗
て此
の散を學
ばん
と請
う。
吾斬固
して
未だ典
えず。
廣
陵散今
に於
いて
絶えんと
）」と
ある
。
(10)
『太平御覧』
巻五百
七十九
の引く呉
均
『績
齊諧記
』
に「
女
子曰、
子識此贅否。
彦伯日、
所未曽聞。
女日、
此曲所謂
剣
明光者也。
唯裕叔夜能為此贅
（女
子日く
、
子此
の贅を識る
や否やと。
彦伯
日く
、
未だ曽
て聞
かざ
る所なりと
。
女日＜
、
此の
曲
所謂楚明光な
り。
唯だ
岱叔夜
能＜此
の聟を為す
）」
とある
。
(11)
『新唐書』
隠逸偉
「大業中、
奉孝悌廉緊、
授秘書省正
字。
不築在朝、
求為六合丞、
以嗜酒
不任事、
時天
下亦胤、
因劾、
遂解去
（大業中、
孝悌廉緊
に墾
げられ
、
秘書
省正字を授か
る。
朝に在る
を築まず
して
、
求め
て六合丞
と為り
、
以て酒
を嗜み
て任事せず
、
時に天
下亦た胤れ、
劾に因り
て
、
遂に
解き
て去る
）」
(12
)『
荘子
』
外物に
「君日、
漁何得。
劉日、
且之
網得白亀焉。
其回五尺
。
君日、
献若之龍。
亀至。
君再欲殺之、
再欲活之。
心疑卜之
日、
殺饂以卜吉。
乃剖維、
七十二
鑽而無遺英。
【余且
（人名）
】
（君
曰く
、
漁し
て何をか得た
ると。
酎え
て日く
、
且の
網白
亀を得た
り
。
其の園
五尺と。
君日く
、
若の
亀を戯ぜ
よ
と。
饂至
る。
君再び之
を殺さ
ん
と欲し
、
再び之を活か
さん
と欲
す。
心に疑い
て之を
卜して曰く
、
饂を殺し
て以
て卜す
れば吉なりと
。
乃ち饂を剖り
、
七十二鑽に
し
て遺笑無し
）」
とある
。
「古意」
其三
はこ
れに
基づ
く。
(13)
『荘子』
知北遊
に
「言未卒
、
醤鋏睡痣
。
被衣大悦
、
行歌
而去之
曰、
形若稿骸、
心若
死灰。
真其寅知、
不以故
自持。
媒媒晦晦、
無心而不可
興謀。
彼何人哉
（言未だ
卒らざ
るに
、
誓鋏睡麻す。
被衣大
いに
悦び、
行歌
して
之を去り
て曰く
、
形は稿
骸
の
若く、
心は死
灰
の若し
。
其の
賓知
を真に
して
、
故を以
て自ら持せず
。
媒媒晦晦、
無心
にし
て興に謀る
べか
らず。
彼何
人やと
）」と
ある
。
(14)
「匠石顧
」
は
『荘子』
人間世に
「匠石之齊
、
至於
曲轄
、
見榛社樹。
……観
者如市。
匠伯不顧
、
遂行不畷
。
弟子厭観
之、
走及匠石日、
自吾執斧斤
以随夫子
、
未嘗見材如此其美
也。
先生
不肯視、
行不轍
、
何邪。
日、
已尖。
勿言之芙
。
散
木也。
以為舟則汎、
以為棺椰則
速腐、
以為器則速毀、
以為
門戸則液構、
以為柱則猛。
是不材之
木也、
無所可用、
故能
若是之壽
（匠石齊
に之き
、
曲棘
に至り
、
榛社
の樹を見る
。
……
観る者
市
の如し。
匠伯顧
みず、
遂に行き
て綴
めず。
弟
子之
を厭 し、
走りて匠石に及
び
て日く
、
吾れ斧斤を執り
て以
て夫子に
随いしより
、
未だ嘗
て材の此
の如く其
の美な
るを見
ざるなり
。
先生肯え
て視
ず、
行き
て綴
めず、
何ぞ
や
と。
曰く
、
已めよ。
之を
言う
こ
と勿かれ。
散木
なり
。
以て
舟を
為れば則ち況み
、
以
て棺椰を
為れば
則ち速や
かに
腐り、
以て器
を為れば則ち速や
かに
毀れ、
以て門
戸を
為れば則ち
液楠し、
以て
柱を為れば
則ち嚢あ
り
。
是れ不
材の
木なり
、
用う
べ
き所無し、
故に能＜是
の若く之れ壽な
りと
）」と
あ
るのに
基づ
くも
の
である
。
(15)
其五
の第三句
「自言歳寒性」
は三
巻本
によ
った
もので
あ
(68) 
り、
底本と
した五
巻本
では
国 屈
狐歳寒性」
に作る。
其四で
は「
松」
について
晶国
司生
得地
」と
あり
、
其六
では
面 コ
i
何深徳」
とある
ように
、
「古意」
六首に
於い
ては
「斤斧」
から
逃れた存
在
が自
ら語ると
いうこと
が
一
貫し
ている
。
ま
た、
王績
には
「春桂間答」
と題され
た詩が存在し、
語り手と
桂樹と
の対話
が詠われ
ているこ
とから
、
ここで
は三巻
本の
「自百歳寒性」
に従
っ
た。
なお
、
三巻本と
五巻本と
の関係に
つ
いて
は張
錫厚
「闊於
《王績集》
的流側典五巻本的登現」
（「
中
国古典文学論叢」
人民文学出版社、
一九
八四
）
に詳し
い。
(16)
『論語』
子竿に
「子日、
歳寒、
然後知松柏之後彫也
（子曰
く、
しぼ
歳寒く
して
、
然る後に松
柏の彫
むに
後る
こ
とを知る
）」
とある
。
(17)
呂オ
「東皐子集序」
。
なお
、
『新唐書』
隠逸傭
では
「歎日」
以下を
＿網
羅在天、
吾且安之
（網羅
天に在り
、
吾且
く安にか
之かん
）」
に作る。
(18)
愁康詩
中に見え
る飛翔と網羅に
つい
ては
、
巽膳宏
「愁康
の飛
翔」
（『
中国
文学報』
一六
、
1962
。
後に
『乱世
を生
きる
詩人た
ちー六朝詩人論
ー』
研文出版、
―1
00
一
に所
収）
に詳細な論
究が
ある
。
興膳氏は
その
中で
「五
言贈秀才詩」
の＿
雲網塞
四厘、
高羅正参差
c
奮迅勢
不便、
六翻
無
所施。
隠姿就
長線、
卒為
時所覇
。
軍雄翻獨逝、
哀吟傷生
離
（傍線
部箪者補う。
以下同じ）
」、
なら
びに
「述
志詩二首
其一
」
の
＿焦
鵬振六吼
、
羅者
安所覇。
浮遊太消中
、
更求新相知
。
比
翼翔雲漠、
飲露餐遵枝」
等の
詩を取り
上げ、
「隻鷺
の飛
翔
にみ
られ
る園外に遊ぼ
うとす
る志向は、
人間
の悪意か
ら逃
避しようと
する志
向と常にう
らは で
あり
、
網羅
のイメー
ジに
は人間
の悪意
へ
の深
刻な恐れが籠
めら
れてい
るようで
ある
。
高翔する精神と、
それを
遮ろうとする
網羅
ーこ
の唆
想上
の二
重構
造は、
愁康
の詩
にお
いて
し
ばし
ば指
摘
する
こ
とができる
」
(1
0四
頁）
とする
。
（筑波大学大学院）
(69) 
